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胆沢水沢線運行助成事業に係る公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 趣旨・目的 

 市が岩手県交通株式会社に依頼運行している胆沢水沢線について、岩手県交通株式会社が今年度

末以降の運行継続が困難であることから、市民の利便性確保及び安全かつ効率的に運行できる後継

事業者を、優れた企画提案や価格等を総合的に判断できる公募型プロポーザル（以下「プロポーザ

ル」という。）により選定するために必要な事項を定めるものである。 

 

２ 事業の概要  

(1) 事業名 

胆沢水沢線運行助成事業 

(2) 事業の内容 

「胆沢水沢線運行助成事業仕様書」（別紙１）（以下「仕様書」という。）による。 

(3) 履行期間 

契約締結日から令和８年３月31日まで 

①運行前準備 契約締結日から令和７年３月31日 

②運行期間  令和７年４月１日から令和８年３月31日 

(4) 提案上限額 16,881,000円（消費税及び地方消費税を含む。） 

  提案する額は、経費から胆沢水沢線運行助成事業仕様書16（収入及び経費の積算）に定める運賃

収入見込み額を減じた額とする。 

（5）契約行為 

企画提案による選定者は、本事業の事業実施予定者として特定するが、契約条件について相

互確認のうえ、改めて見積を依頼するものとする。 

 

３ 参加資格 

  本プロポーザル方式に参加できる者は、次に掲げる参加資格要件をすべて満たしていること。 

 (1) 奥州市に本店、支店又は営業所を設置してから１年以上継続して営業している者で、事故や

故障等により代車が必要な場合において準備が出来ること。 

(2) 一般貸切旅客自動車運送事業者であること。 

(3) 令和７年４月１日までに、当該路線について道路運送法（昭和 26年法律第 183号）をはじ

め関係法令に基づく許認可を完了し、運行開始から問題なく運行を開始できること。なお、許

可申請等に要する費用は、参加希望者が負担するものとする。 

 (4) 法人及びその他の団体又はその代表者が次のいずれにも該当しないこと。 

ア 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者である

こと。 

イ 会社更生法（平成14年法律第154号）第17条の規定による更正手続開始の申立てがな

された者でないこと。 

ウ 民事再生法（平成11年法律第225号）第21条第１項の規定による再生手続開始の申立

てがなされた者でないこと。 
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エ 国税及び地方税を滞納していないこと。 

オ 参加表明書の提出期限の日から契約締結の時までの間に、国又は地方公共団体等から

指名停止を受けている期間中でないこと。 

カ 奥州市暴力団排除条例（平成27年条例第20号）第２条第２号に規定する暴力団、同条

第３号に規定する暴力団員等又はこれらと密接な関係を有しない者であること。 

 

４ プロポーザルの手続等 

(1) 担当部署 

住所：〒023-8501 岩手県奥州市水沢大手町一丁目１番地 

奥州市 政策企画部 政策企画課公共交通対策室 

 電話：0197-34-2383 

 電子メールアドレス：koutsuu@city.oshu.iwate.jp 

(2) スケジュール（現在の予定であり、変更する場合は、参加表明書提出者へ別途通知する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3）実施要領等の配布期間、配布場所及び配布方法 

ア 配布期間 

令和６年11月８日（金）から令和６年11月19日（火）までの午前８時30分から午後５時ま

で（土曜日及び日曜日を除く。） 

イ 配布場所 上記「（1）担当部署」に同じ 

ウ 配布方法 上記配布場所にて配布又は市公式ホームページに掲載（ダウンロード可） 

 

５ 参加表明等 

「３ 参加資格」に掲げる条件を全て満たし、本事業に参加を希望する場合は、下記の必要書

類を提出すること。 

なお、参加表明書の提出がない場合は、企画提案書を受け付けないものとする。 

(1) 提出書類 

公募型プロポーザル参加表明書（様式１）及び添付書類 

(2) 提出部数 

１部 

   項  目 日  程 

ア 実施要領等の公表  令和６年11月８日（金） 

イ 質問書の提出期限 令和６年11月15日（金） 

ウ 質問に対する回答 質問書到着日から３日以内 

エ 参加表明書等の提出期限 令和６年11月19日（火） 

オ 資格審査結果の通知 令和６年11月22日（金） 

カ 企画提案書等の提出期限 令和６年12月９日（月） 

キ 審査会（プレゼンテーション） 令和６年12月13日（金） 

ク 選定結果の通知、公表 令和６年12月20日（金） 
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(3) 提出方法 

持参又は郵送により提出 

※郵送の場合は、提出期限までに必着。郵便事故については参加者の責任とする。 

(4) 提出期限 

令和６年11月19日（火） 午後５時 

持参の場合は、午前９時から午後５時まで（土曜日及び日曜日を除く。） 

(5) 提出先 

  「４ プロポーザルの手続等」の「（１）担当部署」に同じ。 

(6) 参加の承認 

参加承認の可否については、令和６年11月22日（金）までに、参加表明書に記載された担当

者メールアドレスに電子メールで通知する。 

 

６ 質問書の受付及び回答 

本事業に関して質問がある場合は、質問書（様式６）により提出すること。 

※口頭による質問の受付は行わない。 

(1) 提出期間 

令和６年11月８日（金）～11月15日（金） 午後５時 

(2) 提出方法 

電子メールによる提出とする。 

※通信事故については、市では責任を負わないので、必要に応じて電話での受付確認を行う

こと。 

(3) 提出先 

   「４ プロポーザルの手続等」の「（１）担当部署」に同じ。 

(4) 回答方法 

令和６年11月18日（月）までに、電子メールにより参加表明書提出者全員に回答する。 

(5) 辞退届について 

参加表明後、質問の回答内容によって辞退する場合は令和６年 11月 21日（木）までに辞退

届（様式８）を提出すること。 

 

７ 企画提案 

  企画提案書を提出する者（以下「参加業者」という。）は、次に定めるところにより企画提案書

及び関係書類（以下「企画提案書等」という。）を作成し提出するものとする。 

(1) 提案内容 

   企画提案は、仕様書及び本要領を踏まえ、次の事項について提案すること。 

 ア 事業者概要 

本事業の担当部署（営業所）、部署（営業所）の業務別従業員数、運転士数、車種別保有車

両数 

  イ 運行の安全性について 

   ① 運行管理体制 
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   ② 車両整備管理体制 

   ③ 事故処理体制 

   ④ 事故等の発生状況 

   ⑤ 安全対策 

  ウ 利用者への配慮について 

   ① 苦情処理体制 

② 運転士への接遇研修、教育体制 

  エ 緊急時の対応について 

   ① 災害発生時等、緊急時の体制 

   ② 災害発生時等、緊急時の訓練 

  オ その他事業者が独自で提案するもの 

  カ 運行開始日までの工程計画 

(2) 見積書 

見積書については、積算内訳を添付し提出すること。なお、見積額は次に掲げるものとする。 

 ア 経費内訳 

  ① 運転士人件費 

  ② 燃料油脂費 

③ 車両整備費 

(a) 車検費用 

 (b) 法定点検 

 (c) 修繕費 

 (d) タイヤ 

   ④ 自動車諸税 

    (a) 自動車税 

    (b) 自動車重量税 

   ⑤ 保険料 

    (a) 自賠責保険 

    (b) 任意保険 

   ⑥ その他経費 

(a) 運行管理費 

(b) 車両登録費 

(c) 道路占用料（停留所） 

(d) 事務費（精算業務等 ※許可申請業務を含む） 

(e) IC カード関連(JR地域連携 ICカード処理費用、IwateGreenPassシステム費用負担金) 

(f) バスロケーションシステム関連(導入費用、サービス利用料) 

     (g) 行先表示データ、料金表示データ及び音声合成放送データ作成費用 

        (h) 料金箱解錠機 

(i) デジタル式運行記録計等 

(J) その他諸費（車両清掃や事業期間中の運行に係る備品の保管・管理、乗降客の安全確
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保に関する運転士への教育費等、運行に必要な事業を含むものとする） 

(3) 提出書類 

   企画提案書の提出は次のとおりとする。 

ア 企画提案書提出届（様式第７） １部 

イ 企画提案書           正本１部 副本６部 

  ウ 見積書及び積算内訳       正本１部 副本６部 

    見積書は仕様書参照のうえ作成すること。 

(4) 企画提案書等作成上の留意事項 

 ア 企画提案書は、次のとおりの書式で記入すること。 

   ① Ａ４版サイズ・左綴じとする。 

   ② ページ番号を付すること。 

イ 提出期限後の提出書類の変更、差替え若しくは再提出は、軽微な修正を除き、原則認めな

い。（見積書及び積算内訳の修正は不可。） 

ウ 提出書類の作成など本プロポーザルの参加に要する経費等は、選考結果にかかわらず、全

て参加事業者の負担とし、提出書類は返却しない。 

(5) 提出期限 

令和６年12月９日（月）午後５時 

持参の場合は、午前９時から午後５時まで（土曜日、日曜日を除く） 

なお、提出期限までに企画提案書の提出がない場合は、辞退したものとみなす。 

(6) 提出先 

   「４ プロポーザルの手続等」の「（１）担当部署」に同じ。 

 

８ 事業実施予定者の選定方法 

(1) 審査体制 

胆沢水沢線運行助成事業公募型プロポーザル方式審査委員会を設置し、審査、事業実施

予定者の選定を行う。 

(2) 評価基準 

企画提案書の評価は以下のとおりとし、事業実施予定者を選定する。 

ア 審査委員会は「胆沢水沢線運行助成事業公募型プロポーザル評価基準」（別紙２）

により、公平かつ客観的に審査し、評価点数が最高の者を事業実施予定者として選定

する。 

イ 評価点数が同数の場合は、審査委員の多数決により決定する。 

ウ 提案者が１者の場合でも審査を行い、一定の評価基準を満たした場合、その提案者を

事業実施予定者として選定する。 

(3) プレゼンテーション 

ア 実施日  令和６年12月13日（金）午後 ※予定 

イ 説明時間 １提案者あたり提案20分、質疑10分の計30分とする。 

※会場、時間等詳細は後日、通知します。 

(4) 審査結果通知 
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ア 審査結果は参加者全員に文書で通知する。 

イ 選定内容及び審査結果に対する問い合わせには応じないものとする。また審査結果に

対する異議申し立ても受け付けないものとする。 

(5) 失格要件 

次のいずれかに該当する場合は、これを失格とする。 

ア 資格要件を満たさない者又は事業実施予定者を選定するまでの間に資格要件を満たさ

なくなった者による提案 

イ 参加表明書を提出しなかった者の提案 

ウ 提出書類に虚偽の記載を行った者による提案 

エ 見積額が事業規模を超える提案 

オ 提出書類の不鮮明等により必要事項が確認できない提案 

カ その他、本プロポーザルに関する条件に違反した提案 

 

９ 審査結果の公表 

 事業実施予定者選定後、市公式ホームページ上で公表するものとする。 

(1) 公表する事項は、次に掲げるものとする。 

ア 事業等名称 

イ 選定した事業実施予定者の名称及び所在地 

ウ 参加者の名称（五十音順に記載） 

エ 参加者の得点（点数順に記載。ただし、参加者が２者の場合、次点者の得点は、公表しな

い。） 

(2) 事業実施予定者の選定又は契約の締結に至らなかったときは、その旨を公表するものとする。

なお、前項に定める事項は、原則として公表するものとする。ただし、再度の募集を行う場合

など、公表することにより、以降の手続に支障が生ずるおそれがあるときは、公表しないこと

ができる。 

(3) 事業実施予定者の選定に係る情報の開示請求等については、奥州市情報公開条例（平成18年

条例第17号）第７条各号に掲げる非開示情報を除き、原則開示するものとする。 

 

10 契約の締結 

事業実施予定者と企画提案書に記載された項目に基づき協議し、協議が整い次第、当該契約

を締結するものとする。 

なお、事業実施予定者との協議が整わなかった場合は、次位の事業者と同様の協議を行う。 

 

11 その他 

事業の委託 

受託者は、やむを得ない事由があるときは、事業の一部を第三者に委託することができる。そ

の場合は、委託先ごとの事業内容、委託先の概要及びその体制と責任者を明記の上、事前に書面

で市長の承諾を得なければならない。 

 


